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特別損失の計上、及び通期連結業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

当社は、2023年３月期第４四半期連結会計期間（2023年１月１日～2023年３月 31日）におい

て、特別損失の計上を行うとともに、2022年 11月 14日に公表いたしました通期連結業績予想と、

本日公表の実績値との間に差異が生じましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

１．特別損失の計上について 

「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、当社グループが保有する固定資産について将

来の回収可能性を検討した結果、収益性の低下が見られたため、2023 年３月期第４四半期連

結会計期間において、店舗に係る「減損損失」として 41百万円（通期累計 41百万円）を特別

損失に計上いたしました。 

 

２．通期連結業績予想と実績値との差異について 

(1) 2023年３月期通期連結業績予想と実績値との差異（2022年４月１日～2023年３月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 6,069 △9 △38 △80 △15.07 

今回実績値（Ｂ） 6,202 71 45 △12 △2.29 

増減額（Ｂ－Ａ） 133 80 83 68  

増減率（％） 2.2 － － －  

(ご参考)前期実績 

（2022年３月期） 5,248 △340 450 60 11.29 

 

（２）差異の理由 

2023 年１月以降の新型コロナウイルス感染症第８波の収束により、急激に来店客数が増加し、

見込んでいた売上高を大きく上回る結果となりました。これにより営業損失、経常損失を見込ん

でおりましたが、いずれも黒字を計上することができました。 

 

以 上 


